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Ⅰ
　
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
に
つ
い
て

首
謀
者
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
は
、
一
般
的
に
オ
ヤ
ケ
赤
蜂
と
呼
び
、
遠
弥
計
赤
蜂
、
ま
た
於
屋
計
赤
蜂
と
当
て
字
し
て
い

る
。
生
誕
地
の
波
照
間
島
で
は
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
と
呼
び
、
ま
た
移
住
し
た
大
浜
で
は
ホ
ウ
マ
・
ア
カ
ハ
チ
（
大
浜
・
赤
蜂
）、
俗
称
ホ

ー
マ
ア
カ
ブ
ザ
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

近
世
八
重
山
蔵
元
時
代
の
旧
記
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
大
浜
村
に
を
や
け
赤
蜂
ほ
ん
か
わ
ら
と
て
二
人
居
け
る
か
」→

『
八
重
山
嶋
由
来
記
』（
一
七
〇
五
年
）、「
賊
首
堀
川
原
赤
蜂
」→

蔡
鐸
本

『
中
山
世
譜
』（
一
七
〇
六
年
）、「
大
浜
村
お
や
け
（
あ
）
か
は
つ
本
か
は
ら
と
云
ふ
両
人
の
賊
驕
」→

『
女
官
御
双
紙
』（
一
七
〇
六
年
）、「
大
浜

村
ニ
ヲ
ヤ
ケ
赤
蜂
ホ
ン
カ
ワ
ラ
ト
テ
二
人
居
ケ
ル
ガ
」→

『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）、「
八
重
山
酋
長
有
堀
川
原
赤
蜂
者
」→

蔡
温
本

『
中
山
世
譜
』（
一
七
二
五
年
）、「
八
重
山
島
有
逆
心
悪
人
起
謀
叛
（
略
）
保
里
川
原
赤
蜂
」→

『
錢
姓
家
譜
正
統
』、「
賊
首
堀
川
原
赤
蜂
」→

『
長
栄
姓
大
宗
信
保
家
譜
』（
一
七
三
三
年
）、「
大
浜
邑
赤
蜂
二
人
之
賊
党
」→

『
山
陽
姓
大
宗
長
光
家
譜
』、「
大
浜
赤
蜂
兄
弟
」→

『
忠
導
氏
正

統
系
図
家
譜
』（
一
七
五
七
年
）、「
八
重
山
島
大
浜
赤
蜂
兄
弟
」→
『
河
充
氏
系
図
家
譜
正
統
』、「
八
重
山
島
大
濱
赤
蜂
兄
弟
」→

『
土
原
氏
系
図

家
譜
正
統
』、「
大
浜
村
赤
蜂
堀
川
原
与
申
弐
人
」→

『
八
重
山
島
年
来
記
』、「
大
浜
村
お
や
け
赤
は
つ
ふ
ん
か
わ
ら
両
人
」→

『
八
重
山
嶋
旧
記
』、

「
大
浜
邑
の
遠
弥
計
赤
蜂
保
武
川
」→

『
球
陽
』（
一
七
四
三
〜
一
八
七
六
年
）、「
当
島
大
濱
赤
蜂
堀
川
原
と
申
者
弐
人
」→

『
口
上
覚
』（
一
八

〇
九
年
）。

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
（
遠
弥
計
赤
蜂
＝
於
屋
計
赤
蜂
）
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
（
堀
川
原
＝
保
武
川
＝
保
里
川
原
）
を
『
球
陽
』
で
は
一
人
説
に
な

り
、
そ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
文
献
に
は
別
人
と
記
載
さ
れ
、
二
人
説
で
は
親
族
、
兄
弟
、
親
子
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
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で
は
便
宜
上
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
」
と
表
記
を
統
一
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
八
重
山
蔵
元
時
代
の
史
料
旧
記

八
重
山
蔵
元
時
代
の
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
に
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
や
断
片
的
に
記
載
さ
れ
た
史
料
旧
記
は

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

「
百
浦
添
欄
干
之
銘
」（
一
五
〇
九
年
）、『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
一
五
三
一
〜
一
六
二
三
年
）、『
中
山
世
譜
（
蔡
鐸
本
）』（
一
六
九
七
〜
一
七

〇
一
年
）、「
君
南
風
由
来
并
位
階
且
公
事
」（
一
六
九
七
〜
一
七
〇
六
年
）、『
八
重
山
島
諸
記
帳
』（
一
七
〇
五
年
）、『
八
重
山
島
大
阿
母
由
来

記
』（
一
七
〇
五
年
）、『
八
重
山
嶋
由
来
記
』（
一
七
〇
五
年
）、『
宮
古
島
旧
記
』（
一
七
〇
五
〜
九
五
年
）、『
女
官
御
双
紙
』（
一
七
〇
六
〜
一

三
年
）、『
琉
球
国
由
来
記
』（
一
七
一
三
年
）、『
中
山
世
譜
（
蔡
温
本
）』（
一
七
二
四
〜
二
五
年
）、『
雍
正
旧
記
』（
一
七
二
七
年
）、『
琉
球
国

旧
記
』（
一
七
三
一
年
）、『
球
陽
』（
一
七
四
三
〜
一
八
七
六
年
）、『
遺
老
説
傳
』（
一
七
四
五
年
）、『
宮
古
島
在
番
記
』（
一
七
八
〇
年
）、『
八
重

山
島
年
来
記
』、『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』（
一
七
二
五
〜
四
五
年
）、
憲
章
姓
一
門
会
か
ら
の
『
口
上
覚
（
請
願
書
）』（
一
八
〇
九
年
）。

家
譜
で
は
那
覇
の
『
錢
姓
家
譜
正
統
』、
宮
古
の
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』（
一
七
五
七
年
）、『
河
充
氏
系
図
家
譜
正
統
』、『
根
馬
氏
家
譜

系
図
正
統
』、『
白
川
氏
系
図
家
譜
正
統
』、
多
良
間
島
の
『
土
原
氏
系
図
家
譜
正
統
』
や
、
八
重
山
の
『
長
栄
姓
系
図
家
譜
大
宗
』（
一
七
三
三

年
）、『
山
陽
姓
系
図
家
譜
大
宗
』、『
憲
章
姓
系
図
家
譜
大
宗
』、『
嘉
善
姓
系
図
家
譜
大
宗
』、『
錦
芳
姓
系
図
家
譜
大
宗
』、『
長
栄
氏
五
世
信
本

家
譜
』
等
の
諸
史
料
が
あ
る
。
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オヤケアカハチ・ホンカワラと同一世代前後の英傑たちの所在地とその墓
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二
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
と
同
一
世
代
前
後
の
人
物

こ
れ
ら
の
史
料
の
中
に
記
載
さ
れ
た
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」、
一
五
二
二
年
与
那
国
島
の
「
鬼
虎
の
乱
」

に
関
わ
っ
た
同
世
代
前
後
の
人
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

尚
真
王
（
一
四
六
五
〜
一
五
二
六
年
）。

大
里
親
雲
上
。

銭
原
・
安
波
根
里
主
・
阿
波
根
真
五
郎
・
錢
姓
安
波
根
直
張
（
一
四
七
八
〜
一
五
四
三
年
）。

久
米
島
の
君
南
風
（
チ
ン
ペ
エ
・
久
米
島
の
最
高
級
神
女
）。

１．

石
垣
島

長
田
堂
村
の
◯1
長
田
大
翁
主
（
ナ
ー
タ
ウ
フ
ー
シ
ュ
・
長
田
〔
多
〕
大
父
・
長
田
大
主
・
名
田
大
知
。
石
垣
島
の
南
海
岸
の
長
田
堂
村
を

統
治
し
た
）
＝
長
栄
姓
大
宗
古
見
大
首
里
大
屋
子
（
古
見
頭
の
後
、
石
垣
八
重
山
頭
）
信
保
、
長
男
の
長
栄
氏
二
世
大
城
与
人
信
休
。

美
良
底
村
の
◯2
那
礼
当
（
ナ
レ
イ
ト
ウ
・
那
礼
塘
＝
那
礼
堂
・
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
。
石
垣
島
の
南
海
岸
の
美
良
底
村
を
統
治
し
た
）、

嫡
子
の
美
良
底
首
里
大
屋
子
保
久
利
思
（
山
陽
姓
大
宗
宮
良
親
雲
上
長
光
曽
祖
父
）、
弟
の
那
礼
重
利
（
ナ
レ
カ
サ
ナ
リ
・
那
礼
嘉
佐
成
）、

妹
の
永
良
比
金
◯3
真
乙
姥
（
マ
イ
ツ
バ
ア
・
真
市
・
真
市
姥
）、
◯4
古
乙
姥
（
ク
イ
ツ
バ
ア
・
古
市
。
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
の
妻
）。

平
得
村
の
◯5
大
阿
母
多
田
屋
遠
那
理
（
宇
那
利
・
オ
ナ
リ
。
一
五
〇
二
年
、
八
重
山
の
初
代
大
阿
母
。
多
田
姓
大
宗
督
崇
の
先
祖
）。

大
浜
村
の
◯6
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
（
石
垣
島
の
東
南
海
岸
を
根
城
に
し
な
が
ら
、
八
重
山
を
統
治
し
よ
う
と
し
て
い
た
）、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ

チ
の
嫡
子
の
ホ
ン
カ
ワ
ラ
。

平
得
村
の
嵩
茶
（
タ
ケ
チ
ャ
。
ア
カ
ハ
チ
の
部
下
）。

大
浜
村
の
黒
勢
（
コ
ル
セ
。
ア
カ
ハ
チ
の
部
下
）。
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川
平
・
仲
間
村
の
◯7
仲
間
満
慶
山
（
ナ
カ
マ
ミ
ツ
ケ
ヤ
マ
・
石
垣
島
の
北
海
岸
の
川
平
村
一
帯
を
統
治
し
た
）、
長
子
・
嘉
平
首
里
大
屋
子

佐
加
伊
（
憲
章
姓
大
宗
石
垣
親
雲
上
英
乗
の
祖
父
）、
◯８
嘉
善
姓
大
宗
嘉
平
首
里
大
屋
子
永
展
（
仲
間
満
慶
山
の
嫡
子
）。

平
久
保
村
の
◯9
平
久
保
加
那
按
司
（
ヒ
ラ
ク
ボ
カ
ナ
ア
ジ
・
石
垣
島
の
北
部
一
帯
を
統
治
し
た
）。

２．

波
照
間
島

◯10
明
宇
底
獅
子
嘉
殿
（
ミ
ウ
ス
ク
シ
シ
カ
ド
ゥ
ン
・
シ
シ
カ
ト
ノ
・
メ
ウ
底
シ
ジ
カ
ド
ノ
・
獅
子
嘉
。
波
照
間
島
を
統
治
し
た
）、
長
男
の

屋
安
古
与
人
赤
真
屋
（
ア
カ
マ
ヤ
・
長
興
姓
大
宗
古
見
首
里
大
屋
子
善
安
の
祖
父
）、
二
男
の
新
本
与
人
古
真
屋
（
コ
マ
ヤ
・
松
茂
姓
大

宗
新
本
与
人
當
義
の
曽
祖
父
）、
三
男
の
還
宝
与
人
遠
戸
（
ト
ウ
・
大
史
姓
大
宗
古
見
与
人
高
教
の
父
）、
長
女
の
嘉
真
太
（
カ
マ
タ
）、
二
女

の
保
古
（
ホ
コ
）、
三
女
の
屋
古
也
（
ヤ
コ
ヤ
）。

３．

与
那
国
島

女
酋
長
◯11
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
（
与
那
国
島
を
統
治
し
た
）。

鬼
虎
（
オ
ニ
ト
ラ
。
女
酋
長
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
の
後
に
与
那
国
島
を
統
治
し
た
）。

４．

西
表
島

慶
田
城
村
（
現
・
祖
納
）
の
◯12
慶
来
慶
田
城
（
ケ
ラ
イ
ケ
ダ
グ
ス
ク
）
＝
錦
芳
姓
大
宗
西
表
首
里
大
屋
子
用
緒
、
長
男
の
錦
芳
氏
二
世
与
那

国
与
人
用
庶
。

５．

竹
富
島

◯13
武
富
大
首
里
大
屋
子
西
塘
（
ニ
シ
ト
ウ
。
武
富
頭
。
一
五
二
四
年
、
竹
富
島
ウ
ラ
カ
イ
ジ
に
八
重
山
蔵
元
を
創
設
）。

６．

宮
古
島

◯14
仲
宗
根
豊
見
親
（
ナ
カ
ソ
ネ
ト
ゥ
ユ
ミ
ヤ
。
宮
古
を
統
一
し
た
）
＝
忠
導
氏
正
統
宮
古
頭
玄
雅
、
室
の
大
阿
母
宇
津
免
嘉
（
宇
津
免
娥
・



31 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

於
津
美
嘉
。
一
五
〇
三
年
、
宮
古
の
初
代
大
阿
母
）。

長
男
の
◯15
中
（
仲
）
屋
金
盛
豊
見
親
（
ナ
カ
ヤ
カ
ニ
ム
リ
ト
ゥ
ユ
ミ
ヤ
。
宮
古
頭
。
忠
導
氏
二
世
玄
武
）、
二
男
の
真
列
金
（
祭
金
）
八
重
山

頭
豊
見
親
＝
忠
導
氏
二
世
玄
数
、
三
男
の
◯16
知
利
（
理
）
真
良
豊
見
親
（
チ
リ
マ
ラ
ト
ゥ
ユ
ミ
ヤ
。
八
重
山
頭
。
宮
金
氏
正
統
寛
忠
）、
四

男
の
忠
導
氏
二
世
平
良
親
雲
上
玄
屯
。

根
馬
氏
正
統
川
平
首
里
大
屋
子
定
基
。

安
嘉
宇
立
親
（
仲
宗
根
豊
見
親
の
妻
・
大
阿
母
宇
津
免
娥
の
父
。
野
崎
村
の
有
力
者
）。

◯17
四
島
の
主
（
ユ
ス
マ
ヌ
シ
ュ
。
狩
俣
、
島
尻
、
大
神
、
池
間
の
四
村
を
統
治
し
た
。「
八
重
山
の

ヤ

エ

マ

ヌ

主シ
ュ

」
ま
た
は
「
古
見
の

ク

ン

ヌ

主シ
ュ

」
と
も
い
う
）。

◯18
川
満
大
殿
（
カ
ワ
ミ
ツ
ウ
ブ
ト
ゥ
ヌ
。
河
充
氏
正
統
友
利
首
里
大
屋
子
真
敷
の
祖
父
。
下
地
一
帯
を
統
治
し
た
）。

白
川
氏
二
世
◯19
大
立
大
殿
恵
幹
。
白
川
氏
三
世
能
知
伝
盛
大
親
恵
照
。

◯20
金
志
川
豊
見
親
金
盛
（
城
辺
一
帯
を
統
治
し
た
）、
弟
の
金
志
川
那
喜
多
津
（
那
喜
太
智
）。

平
良
祝
住
屋
大
阿
智
城
。
砂
川
巫
女
（
神
司
ア
フ
ガ
マ

妹
の
神
司
コ
イ
ガ
マ
＝
祝
砂
川
恋
種
司
）。

７．

伊
良
部
島

◯21
伊
良
部
伊
安
登
之
於
母
婦
。

８．

多
良
間
島

◯22
土
原
豊
見
親
＝
土
原
氏
正
統
多
良
間
島
主
春
源（
多
良
間
島
主
。
多
良
間
島
を
統
治
し
た
）、
長
男
の
土
原
氏
二
世
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
図
。

中
国
南
部
と
大
密
貿
易
を
行
っ
た
八
重
山
の
歴
史
の
中
で
、
一
番
華
や
か
な
時
代
を
ス
ク
時
代
（
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
。
沖
縄

で
は
グ
ス
ク
時
代
）
と
呼
び
、
こ
の
ス
ク
時
代
の
最
盛
期
の
階
級
社
会
萌
芽
期
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
で
あ
る
。
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前　　　　　　　　　期

三
、
八
重
山
の
ス
ク
時
代
の
年
表

七
一
四
年

九
〜
十
世
紀
頃

一
〇
一
〇
年
（
Ａ
Ｄ
）

十
一
世
紀
〜

十
三
世
紀
頃

十
二
世
紀
頃

一
一
八
五
年

十
三
世
紀
〜

十
五
世
紀
頃

一
三
六
八
年

◎
南
島
の
島
々
の
奄
美
・
球
美
（
久
米
島
）
・
信
覚
（
石
垣
島
）
な
ど
大
和
朝
廷
に
入
貢
。

◎
無
土
器
時
代
の
貝
塚
か
ら
貨
銭
「
開
元
通
寶
」（
唐
の
高
祖
の
武
徳
四
年
〈
六
二
一
〉
か
ら
、
唐
代
末
ま
で
中
国
各
地

で
鋳
造
さ
れ
、
広
く
東
ア
ジ
ア
一
帯
に
宋
・
元
・
明
時
代
ま
で
通
用
）
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

西
表
島
の
仲
間
第
一
貝
塚
四
枚
採
集
・
石
垣
島
の
崎
枝
赤
崎
貝
塚
群
三
十
三
枚
出
土
。

石
垣
島
の
嘉
良
嶽
貝
塚
群
一
枚
採
集
・
石
垣
島
の
吹
通
川
口
貝
塚
一
枚
採
集
。

※
九
〜
十
世
紀
頃
か
ら
、
中
国
海
商
ら
に
よ
っ
て
「
絹
」
に
加
え
て
、「
中
国
製
の
貿
易
陶
磁
器
」
な
ど
が
貿
易
商
品
と
し
て
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
輸
出
さ
れ
る
。

◎
西
表
島
の
船
浦
貝
塚
（
無
土
器
時
代
の
貝
塚
）、
Ⅱ
層
一
〇
一
〇
年
Ａ
Ｄ
。

※
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
頃
、
徳
之
島
の
伊
仙
町
伊
仙
の
ヤ
ナ
ギ
ダ
窯
や
カ
ム
ィ
ヤ
キ
窯
で
南
島
の
島
々
向
け
に
、

「
類
須
恵
器
」
が
多
量
に
生
産
さ
れ
る
。

◎
波
照
間
島
の
大
泊
浜
貝
塚
（
無
土
器
時
代
終
末
期
の
貝
塚
）

第
四
層
か
ら
滑
石
製
石
鍋
（
長
崎
県
の
西
彼
杵
半
島
）・
類
須
恵
器
（
徳
之
島
の
カ
ム
ィ
ヤ
キ
系
陶
器
）・
中
国
製
の
白
磁

玉
縁
碗
・
褐
釉
陶
器
（
南
蛮
甕
＝
ス
ビ
ガ
メ
）・
鉄
鑿
な
ど
が
出
土
し
た
。

※
壇
ノ
浦
の
戦
い
後
、
平
家
の
落
ち
武
士
が
、
南
島
の
島
々
に
渡
来
す
る
。

※
中
国
海
商
ら
が
十
三
世
紀
中
葉
か
ら
十
四
〜
五
世
紀
に
か
け
て
、「
香
料
（
ス
パ
イ
ス
）」
や
「
宝
貝
（
タ
カ
ラ
ガ
イ
＝
ス

ビ
ガ
イ
）」
な
ど
を
求
め
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
へ
渡
来
す
る
。

※
九
州
の
武
士
や
町
人
ら
が
、
宝
物
で
あ
る
中
国
製
の
貿
易
陶
磁
器
を
求
め
て
鉄
器
の
製
作
技
術
や
類
須
恵
器
・
勾
玉
・

丸
玉
な
ど
を
携
え
、
南
島
の
島
々
や
八
重
山
の
島
々
に
渡
来
し
、
積
極
的
に
南
島
経
営
に
乗
り
出
す
。

◎
八
重
山
の
海
岸
寄
り
の
砂
丘
上
に
住
ん
で
い
た
無
土
器
の
先
住
人
は
、
外
来
文
化
と
接
触
し
た
際
、
離
散
、
ま
た
は
逃
避

し
て
、
内
陸
部
の
石
灰
岩
の
岩
陰
や
洞
窟
（
ア
ブ
）
な
ど
に
住
み
、
消
極
的
な
交
易
を
行
う
。（
石
垣
島
の
石
底
山
遺
跡
・

平
得
ペ
ー
ギ
ナ
ー
遺
跡
・
宮
良
ヤ
ド
ゥ
ム
レ
ー
遺
跡
）

◎
石
垣
島
の
山
原
貝
塚
　
六
〇
〇
＋
－
一
〇
〇
B
P
。

※
漢
民
族
の
国
家
「
明
」
が
起
こ
り
、
招
撫
政
策
に
応
ず
る
諸
国
間
の
個
別
冊
封
に
よ
る
朝
貢
貿
易
（
公
貿
易
）
が
行
わ

れ
る
。
民
間
貿
易
（
私
貿
易
）
は
、
す
べ
て
禁
止
す
る
。

時

代

年
　
　

代
　

経
済

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
項

狩　　　猟　　　・　　漁　　　撈

先 史 時 代

第　　　　　　　二　　　　　　　期

無　　　土　　　器　　　時　　　代

・　漁　　撈
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後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 期

一
三
七
二
年

一
三
九
〇
年

十
四
世
紀
〜

十
五
世
紀
頃

一
四
〇
四
年

一
四
二
九
年

十
五
世
紀
〜

十
六
世
紀
頃

一
四
三
六
年

一
四
五
二
年

一
四
七
一
年

一
四
七
七
年

十
五
世
紀
〜

十
六
世
紀
頃

十
六
世
紀
頃

一
五
〇
〇
年

一
五
〇
八
年

一
五
二
四
年

※
沖
縄
島
の
中
山
察
度
、
は
じ
め
て
「
明
」
に
進
貢
す
る
。

◎
宮
古
、
八
重
山
、
は
じ
め
て
沖
縄
島
の
中
山
に
入
貢
す
る
。

◎
船
が
往
来
・
停
船
で
き
る
海
岸
（
リ
ー
フ
の
口
の
あ
る
と
こ
ろ
）
寄
り
に
定
住
す
る
。

遠
見
台
（
見
晴
ら
し
台
）
を
作
り
、
積
極
的
に
中
国
海
商
ら
を
迎
え
る
密
貿
易
体
制
を
整
え
る
。（
石
垣
島
の
元
平
久
保

村
遺
跡
、
元
桴
海
村
遺
跡
）

※
明
の
冊
封
使
、
は
じ
め
て
沖
縄
島
の
中
山
に
渡
来
す
る
。

※
日
本
で
は
、
足
利
義
満
に
よ
る
明
と
の
勘
合
貿
易
が
は
じ
ま
る
。

※
尚
巴
志
が
山
南
王
を
滅
ぼ
し
、
三
山
（
沖
縄
島
）
を
統
一
す
る
。

◎
八
重
山
に
お
い
て
は
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
海
商
ら
と
自
由
奔
放
に
密
貿
易
（
私
貿
易
）
が
行
わ

れ
、
厖
大
な
中
国
製
の
青
磁
、
南
蛮
陶
器
（
褐
釉
陶
器
）
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
た
。（
名
蔵
シ
タ
ダ
ル
海
底
遺
跡
）

※
沖
縄
で
は
、
南
方
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
。

※
海
禁
政
策
違
反
で
、琉
球
に
赴
き
密
貿
易
を
行
っ
て
い
た
中
国
海
商
ら
の
ジ
ャ
ン
ク
船
が
中
国
沿
岸
で
捕
獲
さ
れ
る
。

※
室
町
幕
府
、
薩
摩
の
島
津
氏
に
琉
球
渡
航
船
の
取
り
締
ま
り
を
命
ず
。

◎
朝
鮮
人
三
人
、
与
那
国
島
に
漂
着
す
る
。（
与
那
国
島
の
与
那
原
遺
跡
）

◎
琉
球
王
国
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
八
重
山
に
お
い
て
、
密
貿
易
（
私
貿
易
）
の
取
り
締
ま
り
を
強

化
し
て
い
く
。

◎
八
重
山
に
お
い
て
は
、
密
貿
易
の
取
り
締
ま
り
の
結
果
、
ス
ク
時
代
の
遺
跡
が
、
忽
然
と
消
え
て
い
く
。（
石
垣
島
の
中

マ
ン
ゲ
ー
遺
跡
）

◎
八
重
山
の
歴
史
的
な
事
件
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
が
起
こ
る
。（
新
川
ビ
ロ
ー
ス
ク
遺
跡
）

※
薩
摩
の
島
津
氏
、
琉
球
王
国
に
薩
摩
船
の
密
貿
易
の
取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
。

◎
西
塘
が
八
重
山
蔵
元
（
政
庁
）
を
創
設
す
る
。

原　　　　　　　　史　　　　　　　　時　 代

ス　 ク 時　　 代

農　　業　・　密　　貿　　易　・　　狩　　猟

注
　
※
は
沖
縄
本
島
及
び
周
辺
地
域
の
歴
史
的
事
件
と
そ
の
年
代
（
推
定
）
を
示
す
。

◎
は
、
八
重
山
関
連
の
歴
史
的
事
件
及
び
そ
の
推
定
年
代
を
示
す
。

『
八
重
山
の
考
古
学
』（
一
九
九
九
年
／
先
島
文
化
研
究
所
）
よ
り

歴 史 時 代

農業・密貿易

琉球王国時代
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四
、
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
と
同
一
世
代
前
後
の
人
物
が
居
住
し
た
場
所
（
貝
塚
・
遺
跡
・
墓
）

現
在
、
沖
縄
の
グ
ス
ク
時
代
の
遺
跡
か
ら
数
多
く
発
見
さ
れ
る
武
器
や
武
具
な
ど
が
宮
古
・
八
重
山
の
ス
ク
時
代
の
遺
跡
か
ら
あ
ま
り
発

見
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
沖
縄
で
広
く
見
ら
れ
る
城
郭
な
ど
も
な
い
。
た
だ
、
ス
ク
時
代
の
遺
跡
の
立
地
場
所
（
例
え
ば
石
灰
岩
上
）
に

限
っ
て
屋
敷
の
囲
い
の
石
垣
が
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
の
居
住
し
た
場
所
か
ら
も
権
力
や
富
の
象
徴
的
な
遺
物
（
例
え
ば
中
国
の
元
様
式
の
染
付
な
ど
）
も
な
く
、
ど
の
ス
ク
時
代

の
遺
跡
か
ら
も
画
一
的
な
生
活
用
品
（
八
重
山
で
は
土
鍋
用
の
外
耳
土
器
、
宮
古
は
水
運
搬
用
の
宮
古
式
土
器
な
ど
）
や
数
多
く
の
中
国
製

の
白
磁
、
青
磁
、
染
付
（
青
花
）、
褐
釉
陶
器
な
ど
の
貿
易
陶
磁
器
が
出
土
す
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
宮
古
・
八
重
山
に
お
け
る
彼
ら
の
居
住
し
た
場
所
（
貝
塚
や
遺
跡
）
や
墓
を
上
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
丸
数
字
は
28

ペ
ー
ジ
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
と
同
一
世
代
前
後
の
英
傑
た
ち
の
所
在
地
と
そ
の
墓
」
に
対
応
）。

１．

貝
塚
・
遺
跡

◯1

石
垣
貝
塚
（
長
田
堂
村
跡
。
無
土
器
時
代
か
ら
現
代
）→

長
田
大
翁
主
（
長
栄
姓
大
宗
信
保
）

◯2

ビ
ロ
ー
ス
ク
遺
跡
（
美
良
底
村
跡
。
十
二
世
紀
〜
十
六
世
紀
頃
）
・
川
花
第
一
遺
跡
・
川
花
第
二
遺
跡
・
川
花
第
三
遺
跡
（
十
四
世
紀
〜

十
六
世
紀
頃
）→

那
礼
当
（
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
）、
那
礼
重
利
、
真
乙
姥
（
真
市
）、
古
乙
姥
（
古
市
）

◯5

崎
原
御
嶽
遺
跡
（
十
六
世
紀
頃
）→

ヒ
ル
マ
ク
イ
・
幸
地
玉
ガ
ネ
＝
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ

◯9

元
平
久
保
村
遺
跡
（
十
四
世
紀
〜
十
六
世
紀
頃
）→

平
久
保
加
那
按
司

◯7

川
平
貝
塚
（
仲
間
村
跡
。
十
四
世
紀
〜
十
六
世
紀
頃
）→

仲
間
満
慶
山
（
憲
章
姓
大
宗
英
乗
の
先
祖
・
嘉
善
姓
大
宗
永
展
の
父
）

◯10

波
照
間
島
の
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
生
誕
地
遺
跡
（
十
六
世
紀
頃
）→

オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
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◯10

美
底
御
嶽
周
辺
遺
跡
（
十
六
世
紀
頃
）→

明
宇
底
獅
子
嘉
殿

◯11

与
那
国
島
の
島
仲
村
遺
跡→

サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ
、
鬼
虎
（
与
那
原
遺
跡
＝
十
四
世
紀
〜
十
六
世
紀
頃
）

◯12

内
離
島
の
成
屋
遺
跡
（
十
五
世
紀
〜
十
七
世
紀
中
葉
頃
）→

慶
来
慶
田
城
用
緒
の
生
誕
地

◯12

西
表
島
の
慶
来
慶
田
城
遺
跡
（
十
六
世
紀
〜
十
八
世
紀
中
葉
頃
）→

慶
来
慶
田
城
用
緒
の
屋
敷
（
錦
芳
姓
大
宗
用
緒
）

◯12

西
表
島
の
慶
田
城
村
（
上
村
）
遺
跡
（
十
四
世
紀
中
葉
〜
十
八
世
紀
中
葉
頃
）→

大
竹
祖
納
堂
儀
佐
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
が
住
み
統
治

し
て
い
た
村

◯13

竹
富
島
の
カ
イ
ジ
浜
貝
塚
（
鍛
冶
御
嶽
？
　
無
土
器
時
代
〜
十
六
世
紀
頃
）→

西
塘

◯14

宮
古
島
の
住
屋
遺
跡
（
十
四
世
紀
頃
〜
現
代
）→

仲
宗
根
豊
見
親
―
忠
導
氏
正
統
玄
雅
、
長
男
の
仲
屋
金
盛
豊
見
親
（
玄
武
）、
二
男
の

真
列
金
（
祭
金
）
豊
見
親
玄
数
、
三
男
の
知
利
真
良
豊
見
親
（
宮
金
氏
正
統
寛
忠
）

◯22

多
良
間
島
の
土
原
ウ
ガ
ン
遺
跡
（
十
四
世
紀
〜
十
八
世
紀
頃
）→

土
原
豊
見
親
（
土
原
氏
正
統
春
源
）

２．

調
査
・
報
告
書

八
重
山
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
遺
跡
・
貝
塚
等
に
お
い
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
り
、
ま
た
報
告
さ
れ
た
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
丸
数
字
は
28

ペ
ー
ジ
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
と
同
一
世
代
前
後
の
英
傑
た
ち
の
所
在
地
と
そ
の
墓
」
に
対
応
）。

◯1

石
垣
貝
塚
（
長
田
堂
村
跡
）→

一
九
九
三
年
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
『
石
垣
貝
塚
―
県
道
真
栄
里
新
川
線
街
路
改
修
工
事
に
伴
う
緊
急

発
掘
調
査
報
告
書
』
石
垣
市
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
七
号

平
川
貝
塚→

一
九
九
三
年
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
『
平
川
貝
塚
―
県
道
真
栄
里
新
川
線
街
路
改
修
工
事
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
』



石
垣
市
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
八
号

◯2

ビ
ロ
ー
ス
ク
遺
跡
（
美
良
底
村
跡
）→

一
九
八
三
年
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
『
ビ
ロ
ー
ス
ク
遺
跡
―
沖
縄
県
石
垣
市
新
川
・
ビ
ロ
ー
ス

ク
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
石
垣
市
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
六
号

◯2

川
花
第
一
遺
跡→

二
〇
〇
三
年
八
月
十
三
日
〜
同
年
九
月
二
十
六
日
ま
で
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

◯2

川
花
第
三
遺
跡
（
四
カ
村
の
西
端
の
遺
跡
）→

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
、
鳥
居
龍
蔵
「
八
重
山
の
石
器
時
代
の
住
民
に
就
て
」。

『
太
陽
』
第
十
一
巻
　
第
五
號
。
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
、
鳥
居
龍
蔵
「
八
重
山
の
遺
跡
に
就
て
」『
有
史
以
前
の
日
本
』
磯
部
甲

陽
堂

◯2

川
花
第
三
遺
跡→

一
九
九
一
年
八
月
一
日
〜
同
年
八
月
三
十
一
日
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
（
未
報
告
）。

◯2

喜
田
盛
遺
跡
（
慶
田
盛
村
跡
）→
二
〇
〇
四
年
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
『
喜
田
盛
遺
跡
―
県
道
真
栄
里
新
川
線
街
路
改
修
工
事
に
伴
う

緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
』
石
垣
市
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
二
八
号

◯7

川
平
貝
塚
（
川
平
村
獅
子
森
貝
塚
）→

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
、
鳥
居
龍
蔵
「
八
重
山
の
石
器
時
代
の
住
民
に
就
て
」。『
太
陽
』

第
十
一
巻
　
第
五
號
。
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
、
鳥
居
龍
蔵
「
八
重
山
の
遺
跡
に
就
て
」『
有
史
以
前
の
日
本
』
磯
部
甲
陽
堂

◯11

与
那
国
島
の
与
那
原
遺
跡→

一
九
八
八
年
、
沖
縄
県
与
那
国
町
教
育
委
員
会
『
与
那
原
遺
跡
―
個
人
農
家
の
畑
地
改
良
工
事
に
伴
う
緊

急
発
掘
調
査
報
告
』
与
那
国
町
文
化
財
調
査
報
告
書

第
二
集
。
―
青
山
学
院
大
学
与
那
原
遺
跡
調
査
団
（
代
表
・
田
村
晃
一
）
に
よ
っ

て
、
第
一
次
調
査
―
一
九
八
三
年
二
月
十
五
日
〜
同
年
三
月
十
日
、
第
二
次
調
査
―
一
九
八
四
年
三
月
九
日
〜
同
年
四
月
一
日
、
第
三

次
調
査
―
一
九
八
五
年
三
月
四
日
〜
同
年
三
月
二
十
六
日
に
学
術
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
（
未
報
告
）。

◯12

内
離
島
の
成
屋
遺
跡→

一
九
八
七
年
、
青
山
学
院
大
学
成
屋
遺
跡
調
査
団
（
代
表
三
上
次
男
・
田
村
晃
一
）『
沖
縄
県
八
重
山
郡
竹
富

町
西
表
・
成
屋
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
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◯12

西
表
島
の
慶
来
慶
田
城
遺
跡→

一
九
九
七
年
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
西
表
島
・
慶
来
慶
田

城
遺
跡

重
要
遺
跡
確
認
調
査
』
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
三
一
集

◯12

西
表
島
の
慶
田
城
村
遺
跡
（
上
村
遺
跡
）→

一
九
九
一
年
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
西
表
島

―
上
村
遺
跡
―
重
要
遺
跡
確
認
調
査
報
告
』
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
九
八
集

◯13

竹
富
島
の
カ
イ
ジ
浜
貝
塚
（
鍛
冶
御
嶽
）→

一
九
九
四
年
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
『
竹
富
町

カ
イ
ジ
浜
貝
塚
―
竹
富
島
一
周
道
路
建
設
工
事
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
報
告
』
沖
縄
県
文

化
財
調
査
報
告
書
　
第
一
一
五
集

37 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

与那原遺跡出土の火を受けた柱片

（与那国町教育委員会『与那原遺跡』1988年より）

金属製煙管
青磁器の壺

胴絞パナリ焼青色点の配列（五列）

ヤドゥピケーの出土品（1951.10.5）
ミードゥン墓伴出遺物
（1951.10.5）

憲章姓一門會（編集人喜友名英文）『英傑仲間満慶山─仲間満慶山四百五十年祭記念出版─』（1951年10月7日）より

ヤドゥピケーの出土品（1951.10.5）



こ
れ
ら
の
報
告
書
か
ら
遺
跡
の
年
代
は
、
一
五
〇
〇
年
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
に
関
わ
っ
た
同
世
代
の
人
物
ら
に
符

合
し
て
い
る
。

考
古
学
の
先
駆
者
・
鳥
居
龍
蔵
博
士
が
百
年
前
の
一
九
〇
四
年
沖
縄
県
に
初
め
て
来
島
し
、
川
平
村
獅
子
森
貝
塚
（
川
平
貝
塚
）、
四
カ

村
の
西
端
の
遺
跡
（
川
花
第
三
遺
跡
）
を
発
掘
調
査
し
て
い
る
。

ま
た
、
沖
縄
本
島
の
グ
ス
ク
の
同
時
代
の
遺
跡
か
ら
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
城
郭
や
武
器
・
武
具
類
な
ど
の
出
土
が
こ
れ
ら
報
告
書
に
一
切

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
ス
ク
時
代
の
数
多
く
の
遺
跡
を
踏
査
し
た
が
、
城
郭
や
武
器
・
武
具
類
等
を
確
認
し
て
い
な
い
。

与
那
国
島
の
『
与
那
原
遺
跡
報
告
書
』
に
は
「
ピ
ッ
ト
１
で
検
出
さ
れ
た
柱
片
は
火
を
受
け
」
て
い
た
と
報
告
さ
れ
、
宮
古
島
の
仲
宗
根

豊
見
親
玄
雅
ら
親
子
が
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
征
討
の
途
次
、
仲
屋
金
盛
ら
を
与
那
国
島
へ
出
兵
さ
せ
、
サ
ン
ア
イ
・
イ
ソ
バ

（
女
酋
長
）
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
、「
ド
ナ
ン
バ
ラ
村
は
仲
屋
金
盛
ら
に
よ
っ
て
襲
撃
さ
れ
、
村
は
焼
き
払
わ
れ
、
按
司

が
殺
さ
れ
た
」。
そ
の
「
伝
承
の
時
期
的
に
も
一
応
、
矛
盾
し
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。（
37
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）

３．

墓

（
丸
数
字
は
28
ペ
ー
ジ
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
と
同
一
世
代
前
後
の
英
傑
た
ち
の
所
在
地
と
そ
の
墓
」
に
対
応
）。

◯1

長
田
大
翁
主
（
長
栄
姓
大
宗
信
保
）→

長
田
大
翁
主
の
拝
み
墓

◯3

真
乙
姥
（
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
・
那
礼
当
の
妹
）→

真マ

乙イ
ツ

姥バ
ー

御
嶽
オ

ン

◯4

古
乙
姥
（
山
陽
姓
大
宗
長
光
の
先
祖
・
那
礼
当
や
真
乙
姥
の
妹
）→

ツ
ダ
ミ
墓
（
か
た
つ
む
り
墓
）

◯5

多
田
屋
遠
那
理
（
多
田
姓
大
宗
督
崇
の
先
祖
）→

大
阿
母

ホ
ー
ル
ザ
ー

御
嶽

ウ

ガ

ン

◯7

仲
間
満
慶
山
（
憲
章
姓
大
宗
英
乗
の
先
祖
）→

ヤ
ド
ゥ
ピ
ケ
ー
・
ミ
ー
ド
ゥ
ン
墓
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39 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

（石垣市教育委員会『石垣貝塚』／石垣市文化財調査報告書第17号、1993年より）

古乙姥（クイツバア）の墓［昭和９年〈１９３４〉頃。字新川、マイツバーオン（真乙姥御嶽）内］
写真提供：早稲田大学建築史研究室

石垣貝塚（長田堂村跡）から出土した中国製の青磁の碗（細刻蓮弁文）
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◯8

嘉
善
姓
大
宗
永
展→

嘉カ

善ジ
ン

墓パ
カ

◯10

明
宇
底
獅
子
嘉
殿
（
長
興
姓
大
宗
善
安
や
松
茂
姓
大
宗
當
義
・
大
史
姓
大
宗
高
教
ら
の
先
祖
）→

美ミ

底ス
ク

御
嶽
ワ

ー

◯12

慶
来
慶
田
城
（
錦
芳
姓
大
宗
用
緒
）→

用
緒
翁
之
墓

◯13

竹
富
島
の
西
塘→

西
塘

ニ
シ
ト
ウ

御
嶽
オ

ン

◯14

仲
宗
根
豊
見
親
（
忠
導
氏
正
統
玄
雅
）→

仲
宗
根
豊
見
親
の
墓
（
ト
ゥ
ユ
ミ
ヤ
墓
）

◯15

中
（
仲
）
屋
金
盛
豊
見
親
（
忠
導
氏
二
世
玄
武
）→

金
盛
ミ
ャ
ー
カ

◯16

知
利
（
理
）
真
良
豊
見
親
（
宮
金
氏
正
統
寛
忠
）→

知
利
真
良
豊
見
親
の
墓
（
ツ
ン
プ
ン
墓
）

◯17

四
島
の
主→

四
島
の
主
の
墓

◯18

川
満
大
殿→

川
満
大
殿
ミ
ャ
ー
カ

◯19

大
立
大
殿
（
白
川
氏
二
世
大
立
大
殿
恵
幹
）→

大
立
大
殿
ミ
ャ
ー
カ

◯22

土
原
豊
見
親
（
土
原
氏
正
統
春
源
）→

土
原
豊
見
親
の
ミ
ャ
ー
カ
（
ウ
ブ
メ
ー
カ
）

現
在
、
八
重
山
の
嘉
善
墓
、
長
田
大
翁
主
の
拝
み
墓
、
用
緒
翁
之
墓
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
が
位
牌
墓
、
坊
主
墓
と
呼
ば
れ
る
本
土
で
よ
く
見

ら
れ
る
塔
形
の
墓
で
あ
る
。
改
築
さ
れ
る
以
前
の
墓
は
、
石
棺
の
周
り
に
石
灰
岩
、
粟
石
、
砂
岩
の
巨
石
を
長
方
形
に
積
み
上
げ
た
い
わ
ゆ

る
巨
石
墓
で
、
宮
古
諸
島
や
西
表
島
の
古
見
一
帯
に
分
布
す
る
ミ
ャ
ー
カ
と
呼
ば
れ
る
古
い
墓
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
墓
を
石イ
シ

墓バ
カ

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヤ
ド
ゥ
ピ
ケ
ー
・
ミ
ー
ド
ゥ
ン
墓
の
よ
う
に
石
灰
岩
の
岩
陰
を
利
用
し
た
横
穴
の
墓
、
美
底
御
嶽
、
真
乙
姥
御
嶽
、

大
阿
母
御
嶽
、
西
塘
御
嶽
な
ど
の
よ
う
な
ア
ジ
墓
、
神か
み

御お

墓は
か

が
御
嶽
に
格
上
げ
さ
れ
て
地
域
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
墓
な
ど
が
あ
る
。



41 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

長田大翁主生誕の地（波照間島）

オヤケアカハチ生誕の地（波照間島）

崎原御嶽

ビロースク遺跡

川花第一遺跡

川花第二遺跡

川花第三遺跡武富大首里大屋子西塘の墓（西塘御嶽）



真乙姥の墓（真乙姥御嶽）

多田屋遠那理の墓（大阿母御嶽）

仲間満慶山の墓

嘉善姓太宗永展の墓

美崎御嶽

長田大翁主の拝み墓

長田御嶽

慶来慶田城用緒の墓
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43 第1章　オヤケアカハチ・ホンカワラの乱について

四島の主の屋敷跡

川満大殿の墓

大立大殿の墓

土原豊見親の墓

四島の主の墓
（平良市教育委員会『平良市の文化財』1994より）

仲宗根豊見親の墓

中（仲）屋金盛豊見親の墓

知利真良豊見親の墓

写真提供：宮古郷土史研究会（仲宗根將二会長）




